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門
に
プ
ロ
ペ
ラ「
航
空
祖
神
」

矢
田
坐
久
志
玉
比
古
神
社
（
大
和
郡
山
市
）

莢莢

莢莢

プ
ロ
ペ
ラ
が
奉
納
さ
れ
て
い
る
矢
田
坐
久
志
玉
比
古
神
社
の
楼
門

‖
大
和
郡
山
市
矢
田
町
で

蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀

（
住
所
）
大
和
郡
山
市
矢
田
町
９
６
５

（
祭
神
）
櫛
玉
饒
速
日
命

御
炊
屋
姫
命

（
交
通
）
近
鉄
郡
山
駅
か
ら
奈
良
交
通
バ

ス
「
横
山
口
」
下
車
、
徒
歩
約

分

（
拝
観
）
境
内
自
由

（
駐
車
場
）
有
（
無
料
）

矢
田
坐
久
志
玉
比
古
神

社
は
、
矢
田
丘
陵
か
ら
東
に

広
が
る
田
園
地
帯
に
あ
る
古

社
で
す
。
主
祭
神
の
櫛
玉
饒

速
日
命
は
、
天
照
大
神
の

孫
の
邇
邇
芸
命
が
、
九
州

・
日
向
の
高
千
穂
峰
に
降
臨

す
る
よ
り
も
以
前
に
天
降
っ

た
神
さ
ま
と
伝
わ
り
ま
す
。

櫛
玉
饒
速
日
命
は
当
初
河

内
国
に
降
り
立
ち
ま
す
が
、

宮
の
地
を
求
め
再
び
岩
で
で

き
た
天
磐
船
に
乗
っ
て
天

空
を
飛
び
、
３
本
の
矢
を
放

ち
、
落
ち
た
場
所
を
宮
と
定

め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

社
伝
に
よ
れ
ば
２
番
目
の

矢
が
落
ち
た
場
所
が
こ
の
神

社
で
、別
名「
矢
落
大
明
神
」

と
も
呼
ば
れ
、境
内
に
は「
二

の
矢
塚
」
が
あ
り
ま
す
。

神
社
の
東
南
の
小
字
「
一

の
矢
」と
い
う
場
所
に
は「
一

の
矢
塚
」
が
あ
り
、
ま
た
土

地
の
人
が
古
く
か
ら
「
み
や

ど
こ
（
宮
所
）
」
と
呼
ぶ
北

西
の
場
所
に
は
、
「
三
の
矢

塚
」
が
あ
り
ま
す
。

主
祭
神
と
と
も
に
祭
ら
れ

て
い
る
妻
の
御
炊
屋
姫
命

は
、
こ
の
地
の
大
豪
族
・
登

美
長
髄
彦
の
妹
で
し
た
。
長

髄
彦
は
日
向
の
地
を
出
て
大

和
に
入
っ
た
邇
邇
芸
命
の
ひ

孫
の
神
倭
伊
波
礼
毘
古
命

（
後
の
神
武
天
皇
）と
戦
い
、

破
れ
ま
し
た
。

石
造
り
の
鳥
居
を
く
ぐ
る

と
正
面
に
は
立
派
な
楼
門
が

あ
り
、
飛
行
機
の
プ
ロ
ペ
ラ

が
奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
空
を
飛
ぶ
天
磐
船
神
話

か
ら
当
神
社
が「
航
空
祖
神
」

と
あ
が
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

に
由
来
し
ま
す
。
神
代
と
今

を
つ
な
ぐ
古
社
で
す
。

（
奈
良
ま
ほ
ろ
ば
ソ
ム
リ
エ

の
会
理
事

大
江
弘
幸
）


